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10
月
18
日
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
「
令
和
5
年
度
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊
祭
」
が
、
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
た
。
式
典
で
は
、
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
内
閣
総
理
大
臣
（
代
理
）

を
は
じ
め
、
戦
没
者
の
ご
遺
族
や
戦
友
会
関
係
者
、
環
境
大
臣
等
の
閣
僚
、
政
党
党
首
、
駐
日
大
使
等
、

自
衛
隊
の
高
官
等
（
代
理
を
含
む
）、
内
外
の
多
数
の
関
係
者
が
参
列
し
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
、
現

在
の
平
和
の
礎
と
な
ら
れ
た
全
戦
没
者
に
対
し
て
感
謝
と
哀
悼
の
誠
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　
本
年
の
参
列
者
は
5
8
0

名
に
の
ぼ
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
を
受
け
た
昨
年
の

3
8
0
名
を
大
き
く
上
回

っ
た
。
特
に
、
遺
族
会
に

つ
い
て
は
、
昨
年
に
引
き

続
き
今
年
も
47
都
道
府
県

の
遺
族
会
へ
拡
大
し
11
都

道
府
県
の
遺
族
会
代
表
約

80
名
の
出
席
を
得
た
。

　

式
典
は
午
後
1
時
に
開

始
さ
れ
、
奉
仕
会
理
事
長

塚
田
章
に
よ
る
開
式
の
辞

の
あ
と
、
海
上
自
衛
隊
東

京
音
楽
隊
橋
本
晃
作
2
等

海
曹
に
よ
る
国
歌
独
唱
を

こ
れ
ま
で
の
奏
楽
に
か
わ

り
初
め
て
行
っ
た
。
そ
の

力
強
く
か
つ
美
し
い
「
君

が
代
」
の
歌
声
は
、
千
鳥

ヶ
淵
墓
苑
の
静
寂
さ
の
中

で
高
ら
か
に
響
き
渡
っ
た
。

引
き
続
き
、
表
千
家
流
の

亀
山
和
子
先
生
に
よ
る
献

茶
の
儀
が
行
わ
れ
た
。
次

に
、
祭
主
で
あ
る
鈴
木
俊

一
奉
仕
会
会
長
（
現
財
務

大
臣
）
が
式
辞
を
述
べ
、

全
戦
没
者
に
対
し
て
心
か

ら
な
る
感
謝
と
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
た
。
次
い
で
、
吉

永
龍
奏
氏
に
よ
り
昭
和
天

皇
の
御
製
吟
詠
と
琵
琶
演

奏
を
、
ま
た
、
竹
内
一
香

氏
（
尺
八
安
藤
一
感
氏
）

に
よ
り
上
皇
陛
下
御
製
が

吟
詠
さ
れ
、
続
い
て
音
羽
ゆ
り
か
ご
会
海
沼

会
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
小
学
生
14
名
に
よ

る
「
海
ゆ
か
ば
」「
里
の
秋
」「
故ふ

る
さ
と郷

」
の
唱
歌

奉
唱
に
よ
る
奉
納
行
事
が
整
斉
と
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
の
「
追
悼

の
辞
」
が
、
石
原
宏
高
総
理
補
佐
官
よ
り
紹

介
さ
れ
、「
戦
争
の
惨
禍
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
と
い
う
決
意
を
貫
い
て
い
く
た
め
に
は
、

先
の
大
戦
の
記
憶
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
決
意
を
述
べ
ら
れ

た
。

　

引
き
続
き
、参
列
者
一
同
が
起
立
す
る
な
か
、

秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
が
墓
前
に
進
ま
れ

全
戦
没
者
に
対
し
て
ご
拝
礼
を
な
さ
れ
、
次

い
で
参
列
者
一
同
に
見
送
ら
れ
ご
退
出
さ
れ

た
。
続
い
て
陸
上
、
海
上
、
航
空
の
各
自
衛

隊
を
一
体
化
し
た
統
合
部
隊
に
よ
る
拝
礼
が

行
わ
れ
た
。
陸
上
自
衛
隊
か
ら
第
1
普
通
科

連
隊
（
練
馬
）、
海
上
自
衛
隊
か
ら
横
須
賀
地

方
隊
（
横
須
賀
）、
航
空
自
衛
隊
か
ら
作
戦
シ

ス
テ
ム
運
用
隊
（
横
田
）
を
は
じ
め
と
す
る
各

部
隊
及
び
本
田
航
司
1
等
海
尉
を
指
揮
官
と

す
る
海
上
自
衛
隊
東
京
音
楽
隊
（
用
賀
）
が

参
列
し
た
。

　

最
後
に
、
祭
主
、
総
理
大
臣
代
理
、
各
都

道
府
県
遺
族
会
、
同
期
生
会
、
戦
友
会
、
参

列
の
来
賓
等
が
献
花
し
、
奉
仕
会
副
会
長
草

刈
隆
郎
が
締
め
の
献
花
を
行
っ
て
式
典
は
午

後
2
時
、
滞
り
な
く
終
了
。
じ
後
、
参
列
者

に
よ
る
焼
香
が
行
わ
れ
た
。
今
回
、
行
事
進

行
に
お
い
て
、
司
会
は
阿
南
貴
恵
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
が
務
め
、
東
京
都
隊
友
会
か
ら
71
名
の
支

援
を
受
け
た
。

　

内
閣
総
理
大
臣
追
悼
の
辞

　

本
日
、
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
の
御
臨

席
の
下
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊

祭
が
挙
行
さ
れ
る
に
当
た
り
、
謹
ん
で
追
悼

の
言
葉
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　

先
の
大
戦
で
は
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

に
眠
ら
れ
て
い
る
三
十
七
万
余
の
方
々
を
始
め
、

多
く
の
方
々
が
、
戦
場
に
斃
れ
、
あ
る
い
は
戦

後
、
遠
い
異
郷
の
地
で
命
を
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
、
心
よ
り
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

　

終
戦
か
ら
77
年
の
歳
月
が
流
れ
た
今
日
、

未
だ
帰
還
を
果
た
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
ご
遺

骨
の
こ
と
も
、
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
本
年

改
正
さ
れ
た
遺
骨
収
集
推
進
法
に
基
づ
き
、

御
遺
骨
の
収
集
を
集
中
的
に
実
施
し
、
一
日

も
早
く
ふ
る
さ
と
に
お
迎
え
で
き
る
よ
う
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
が
享
受
し
て
い
る
平
和
と
繁

栄
は
、
戦
没
者
の
皆
様
の
尊
い
命
と
、
苦
難

の
歴
史
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

戦
争
の
惨
禍
を
、
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
。
こ

の
決
然
た
る
誓
い
を
今
後
も
貫
く
た
め
に
も
、

先
の
大
戦
の
記
憶
を
次
の
世
代
に
確
か
に
継

承
し
て
ま
い
り
ま
す
。
歴
史
の
教
訓
を
深
く

胸
に
刻
み
、
未
だ
争
い
が
絶
え
る
こ
と
の
な
い

世
界
に
あ
っ
て
、
今
後
と
も
、
世
界
の
平
和
と

繁
栄
に
能
う
限
り
貢
献
し
、
こ
れ
か
ら
の
世
代

の
た
め
に
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
戦
没
者
の
御
霊
の
安
ら
か
な

ら
ん
こ
と
を
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
は
、
ご
多
幸

を
、
心
よ
り
お
祈
り
し
、
追
悼
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。

　

令
和
5
年
10
月
18
日　
　
　

　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　
　

岸
田　

文
雄

　
　
　

式　
　

辞

　

本
日
こ
こ
に
、
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下

の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
戦
没
者
の
ご
遺
族
並
び

に
各
界
代
表
の
ご
参
列
を
頂
き
、
令
和
五
年

度
秋
季
慰
霊
祭
を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、

誠
に
感
激
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

終
戦
以
来
、
本
年
は
す
で
に
78
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
先
の
大
戦
に
お
き
ま
し
て
は
、
多

く
の
同
胞
が
祖
国
の
安
泰
を
祈
念
し
つ
つ
戦

場
に
赴
き
、
勇
戦
敢
闘
、
戦
火
に
散
り
、
あ

る
い
は
極
寒
、
辺
境
の
地
に
お
い
て
抑
留
中
に

一
命
を
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
、
ま
た
少
な
か
ら
ざ
る
一
般
邦
人
の

方
々
が
、
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
い
た
ま
し

く
も
命
を
失
い
ま
し
た
。

　

祖
国
を
離
れ
、
遠
い
異
国
の
地
で
、
愛
す

る
家
族
、
伴
侶
、
子
供
、
両
親
を
、
そ
し
て

　
令
和
５
年
度
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

　
　  

秋
季
慰
霊
祭
を
催
行

故
郷
の
山
河
を

思
い
な
が
ら
貴

い
命
を
国
の
た

め
に
捧
げ
ら
れ

た
戦
没
者
の
心

を
想
う
と
き
万

感
胸
に
迫
り
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で
愛
し
い
方
々
を

失
わ
れ
た
御
遺
族
の
御
心
情
を
察
す
る
に
、

今
な
お
耐
え
難
い
、
深
い
胸
の
痛
み
を
覚
え

る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
2
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
な
ど
国
際
情
勢
の
変
化
が
激
し
い
今

日
に
お
い
て
も
、
私
達
は
、
平
和
で
豊
か
な
生

活
を
享
受
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
戦
没

者
の
方
々
の
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
英
霊
の
御
加
護
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
片
時
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
静
か
に
頭
を
垂
れ
、
謹
ん
で
国
難

に
殉
じ
ら
れ
た
戦
没
者
の
方
々
に
、
心
か
ら
な

る
感
謝
と
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
御
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

当
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
は
、
現
在
、

海
外
で
戦
没
さ
れ
た
方
々
で
、
お
名
前
が
分

か
ら
な
い
等
の
た
め
、
御
遺
族
に
お
渡
し
で
き

な
い
御
遺
骨
、
三
十
七
万
四
百
八
十
五
柱
が

奉
安
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
御
遺
骨
収
容
の
努

力
は
今
な
お
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今

日
未
だ
海
外
に
百
十
二
万
人
の
御
遺
骨
が
残

さ
れ
て
お
り
、
一
日
も
早
い
御
帰
還
が
果
た

さ
れ
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
心
か
ら
の
安
ら
ぎ

が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
今
後
と
も
、
当
墓
苑
が
全
戦

没
者
に
対
す
る
慰
霊
奉
賛
の
灯
火
を
守
る
国

民
的
聖
苑
と
し
て
、
こ
れ
を
確
実
に
次
の
世

代
へ
と
継
承
す
べ
く
努
力
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　

終
わ
り
に
今
一
度
、
戦
没
者
の
御
霊
に
平

安
を
、
ご
遺
族
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
し
、
式
辞
と
致
し
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
10
月
18
日

　
　

公
益
財
団
法
人

　
　
　
　

千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会

　
　
　

会
長　

鈴
木　

俊
一

ご臨場されご着席された秋篠宮皇嗣同妃両殿下

ご拝礼される秋篠宮皇嗣同妃両殿下

内閣総理大臣追悼の辞（石原宏高総理補佐官）

式辞（鈴木俊一会長）



令 和 5 年 11 月 1 日 千　　　鳥　　　ヶ　　　淵 奇数月１日発行　第564号（２）

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

　

秋
季
慰
霊
祭
の
ご
支
援
に
感
謝

　

令
和
5
年
度
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰

霊
祭
で
は
沢
山
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
整
斉
と
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
に
記
載
し
た
部
隊
拝
礼
い
た
だ
い
た
陸
・
海
・

空
自
衛
隊
の
隊
員
の
皆
様
、
及
び
高
名
な
諸
先

生
方
に
よ
る
献
茶
や
奉
納
行
事
以
外
に
も
、
多

く
の
方
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
致

し
ま
す
。
東
京
都
隊
友
会
（
自
衛
隊
O
B
会
）

71
名
の
皆
様
に
は
、
受
付
、
案
内
、
司
会
進
行
、

救
護
な
ど
の
式
典
運
営
支
援
に
ご
尽
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
海
上
自
衛
隊
東
京
音

楽
隊
に
は
、
式
典
に
お
け
る
奏
楽
を
、
陸
上
自

衛
隊
第
3
0
1
映
像
写
真
中
隊
の
方
々
に
は
、

写
真
、
ビ
デ
オ
撮
影
を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
様
の
献
身
的
な
ご
支
援
、
ご
協
力

に
対
し
、
衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
以
下
そ
の
様
子
を
紹
介
致
し
ま
す
。

国歌独唱　橋本2等海曹

昭和天皇御製奉踊　吉永龍奏先生

全国都道府県知事会会長　村井嘉浩宮城県知事

司会阿南貴恵アナウンサーと式典進行係の皆さん

国歌　ご起立される秋篠宮皇嗣同妃両殿下

音羽ゆりかご会

陸海空自衛隊統合部隊による拝礼

献花される遺族会の方々

海自東京音楽隊指揮官　本田1等海尉

来賓受付

献茶　表千家流　亀山和子先生

参拝部隊指揮官　角田2等陸尉

上皇陛下御製奉踊　竹内一香・安藤一感先生

一般焼香

閉式の辞　塚田理事長

受付テントを設営する東京都隊友会



（３）令 和 5 年 11 月 1 日 千　　　鳥　　　ヶ　　　淵 　　奇数月１日発行　第564号

この刊行物は、 の社会貢献広報事業として助成を受け作成されたものです。

　

今
年
度
か
ら
全
て
の
正
会
員
及
び
特
別
会
員
の
皆
様
に
は
会
計

年
度
（
4
月
か
ら
翌
年
3
月
）
を
基
準
に
5
月
を
統
一
会
費
納
入

月
と
し
て
、
会
費
納
入
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
10
月
末
現

在
の
会
費
納
入
率
は
約
25
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
未
納
の
方
は

納
入
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
奉
仕
会
5
年
度
会
費
納
入
者
（
団
体
・
個
人
）

　
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

持
留
宗
一
郎
、
曳
田
圭
子
、
田
浦
政
彦
、
幸
村
龍
一
、
藤
田

憲
二
、
柏
谷
康
博
、
石
川
正
英
、
竹
村
五
夫
、
猪
膝
武
典
、
河

村　

涼
、
原
田
敏
裕
、
五
十
嵐
久
子
、
野
澤
和
浩
、
中
西
一
郎

◎
新
入
会
員
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

中
村
美
和
、
齋
藤
雅
文
、
水
島
正
彦
、
木
村
圭
作
、
大
沢　

正

中
野
孝
文
、
島
本
昌
彦
、
中
村　

勤
、
岡
本
江
美
、
西
田　

潔

柴
田
純
一

◎
奉
納
、
参
拝
団
体
・
参
拝
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
遺
族
会
、
シ
ベ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
抑
留

犠
牲
者
追
悼
の
集
い
、
静
岡
県
遺
族
会
、
静
岡
県
川
根
本
町
遺

族
会
、
飯
田
市
遺
族
会
、
普
明
会
教
団
、
解
脱
会
東
京
地
区
協

議
会
、
新
宗
連
青
年
会
、
日
蓮
宗
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
人
権
環

境
、
三
五
教
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
解
脱
会
（
個
人
奉
納
）

解
脱
会
青
年
本
部
（
個
人
奉
納
）、
立
正
佼
成
会
、
水
交
会

華
道
院
研
究
部
、
㈱
秀
拓
（
米
原
恭
淳
）、
㈱SU

N
&

M
O

O
N

秀
平
良
子
、
木
原
泰
幸
、
恒
川
幸
三
、
ヤ
マ
シ
タ
・
タ
カ
ヒ
ロ

伊
藤
哲
朗
、
永
里
太
郎
、
芹
川
い
ち
子
、
山
本
勝
久
、
福
永
峰
子

西
脇
武
利
、
宇
佐
見
和
孝
、
菊
池
克
之
、
宮
崎
太
朗
、
角
田
知

義
、
國
島
俊
之
、
加
藤
美
沙
子
、
中
村
文
江
、
高
木
浩
一
・
三

恵
子
、
海
藤
二
男
、
新
井
和
幸
、
宇
山
登
美
江
、
美
山
光
庸
・

由
美
子
、
酒
井
治
雄
、
柴
田
米
実
、
翁　

玉
恵
、
福
井
康
夫

廣
川
貞
雄
、
廣
川
剛
秀
、
大
澤
一
久
栄
、
東
佐
知
子

◎
参
拝
団
体
（
前
項
以
外
、
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

各
府
県
遺
族
会
（
青
森
、
山
形
、
石
川
、
大
阪
、
奈
良
、
鳥
取

高
知
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
）

長
野
市
遺
族
会
、
愛
知
県
東
郷
町
遺
族
会
、
飯
山
市
遺
族
会

一
宮
市
遺
族
会
、
静
岡
県
中
畑
遺
族
会
、
強
制
抑
留
者
協
会
埼

玉
県
支
部
、
平
和
祈
祷
会
、
英
霊
に
誠
の
感
謝
を
捧
げ
る
会

立
正
佼
成
会
朝
霞
教
会
、
喇
叭
伝
承
会
、
甲
飛
喇
叭
隊
、
喇
叭

保
存
会
、
千
代
田
区
海
洋
少
年
団
、
大
田
区
立
矢
口
小
学
校
児

童◎
清
掃
奉
仕
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

阿
含
宗
清
掃
奉
仕
会
、
立
正
佼
成
会
清
掃
奉
仕
会

◎
献
花
台
奉
仕
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

藤
栄
流
（
落
合
一
文
、
倉
地
一
博
、
溝
渕
一
富
）、
古
流
わ

か
ば
会
（
武
藤
理
春
、
武
藤
理
恵
、
秋
葉
理
恵
、
金
澤
理
美

丸
山
理
窕
）、
古
流
茂
風
会
（
大
藤
茂
風
、
鈴
木
泉
風
、
田
巻

泰
風
、
髙
橋
里
風
）、
国
際
華
道
如
心
流
（
新
井
礼
心
、
鈴
木

淑
峯
、
片
桐
菖
心
、
吉
見
恵
峯
、
木
村
征
峯
）、
草
翠
流
（
林

草
翠
、
林　

聖
子
、
石
川
和
幸
、
関
根
和
広
、
原　

房
江
）

松
葉
流
古
流
（
田
中
一
秀
、
木
村
一
恵
、
田
中
一
桜
、
渡
来
一

靖
）、
美
風
池
坊
（
小
島
美
陽
、
西
田
栄
舟
、
斎
藤
美
夕
、
小

島
能
久
、
小
島
美
陽
）、
古
流
松
瀞
流
会
（
石
井
理
顕
、
清
水

理
弘
、
高
梨
理
園
、
佐
々
木
理
修
、
亀
岡
理
秀
、
井
内
理
琴

山
田
理
創
）

　

令
和
5
年
9
月
30
日
ま
で
受
付
分
を
掲
載
、
10
月
1
日
以
降

受
付
分
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

れ
全
戦
没
者
追

悼
法
要
が
開
始

さ
れ
た
後
、
宗

門
と
し
て
恒
久

平
和
へ
の
願
い

を
新
た
に
す
る

た
め
受
賞
生
徒

に
よ
り
平
和
の

鐘
を
撞
き
、
約

4
0
0
名
の

出
席
が
あ
り
、
全
戦
没
者
追
悼
式
典
が
開
始

さ
れ
た
。
導
師
中
尾
史
峰
築
地
本
願
寺
宗
務

長
が
三
奉
請
を
行
っ
た
後
式
典
は
終
了
し
た
。

【
私
た
ち
が
思
う
戦
没
者
慰
霊
に
つ
い
て
②
】

私
個
人
が
で
き
る
戦
没
者
慰
霊
と
は

麗
澤
大
学
学
生　

鈴
木
陽
之
助

　

令
和
5
年
5
月
27
日
、
私
は
ゼ
ミ
活
動
の
一

環
で
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
及
び
靖
國
神
社
を

訪
問
・
参
拝
し
た
。
護
国
に
殉
じ
た
方
や々
犠
牲
と

な
っ
た
方
々
の
こ
と
・
ま
た
そ
の
事
実
を
考
え
る
と

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
る
。
もっ
と
「
善
く
生

き
ね
ば
」「
シャン
と
し
な
け
れ
ば
」
と
思
わ
さ
れ
る
。

　

私
が
今
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
た
め
に
で
き
る
慰
霊
と
い
え
ば
「
善
く
生
き

る
」
こ
と
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

　

よ
く
、「
戦
争
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と

か
「
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
こ

と
を
耳
に
す
る
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
先
を

考
え
る
こ
と
は
そ
う
多
く
は
な
い
と
思
う
。

　

何
故
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
か
?　

そ
れ
は
、

あ
の
過
去
が
あ
っ
て
今
の
我
々
が
あ
る
か
ら
で
あ

り
自
己
の
一
要
素
で
あ
る「
己
は
日
本
人
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
の
根
幹
の
一
つ
を
あ
の
過
去
が
形

作
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
先
の
大
戦
を
完
全
に

忘
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
一
つ
を
失
う
こ
と
に
等
し
い
。
そ
れ
で
は
、

先
祖
も
浮
か
ば
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、我
々

は
先
の
大
戦
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

何
故
「
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
か
?　

こ
れ
は
正
確
に
は
「
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
だ
と
私
は
考
え
る
。
前
者
は
、

ど
う
に
も
能
動
性
に
欠
け
る
言
葉
に
思
え
る
。

私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
備
え

る
事
で
あ
る
。
戦
争
を
「
繰
り
返
さ
な
い
」
だ

け
な
ら
先
祖
が
守
っ
た
こ
の
国
が
文
化
的
に
あ
る

い
は
実
際
に
滅
び
る
ま
で
座
し
て
見
て
い
る
こ
と

で
達
成
で
き
る
。
私
た
ち
が
成
す
べ
き
事
は
「
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
に
す
る
」
た
め
「
善
く
生
き
る
」

こ
と
に
よ
り
国
を
守
り
、
善
く
す
る
事
で
あ
る
。

　
で
は
、「
善
く
生
き
る
」
と
は
何
か
?　

そ
れ

の
根
幹
は
私
の
思
う
に
二
つ
の
こ
と
で
あ
る
。「
国

を
愛
す
る
こ
と
」と「
己
の
生
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
」

で
あ
る
。
国
を
守
る
た
め
殉
じ
た
英
霊
か
ら
す
れ

ば
、
己
の
守
っ
た
国
・
国
民
が
そ
う
あ
り
、
生
き

て
い
た
ら
こ
れ
ほ
ど
喜
ば
し
い
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
を
真
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
な
ら
、

そ
れ
は
慰
霊
に
も
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
?

　

そ
し
て
、
私
が
考
え
る
先
人
に
対
す
る
最

上
の
慰
霊
と
は
す
べ
て
の
知
性
あ
る
国
民
が
、

国
を
愛
し
己
に
誇
り
を
持
ち
「
善
く
生
き
る
」

こ
と
で
あ
る
。
私
個
人
に
で
き
る
慰
霊
は
、
己

が
「
善
く
生
き
る
」
こ
と
で
あ
る
。

　

国
を
よ
く
知
ら
な
け
れ
ば
愛
国
は
難
し
く
、
己

に
誇
り
を
持
ち
生
き
る
こ
と
は
そ
れ
以
上
に
難
しい
。

私
の
考
え
る
慰
霊
は
一
生
か
か
る
も
の
で
あ
り
、

誰
に
で
も
挑
戦
で
き
る
も
の
で
も
あ
る
。
一
生
を

か
け
て
取
り
組
む
べ
き
、
終
わ
り
が
な
い
この
慰
霊

は
私
た
ち
現
代
日
本
人
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
。

【
私
た
ち
が
思
う
戦
没
者
慰
霊
に
つ
い
て
③
】

私
た
ち
が
思
う
戦
没
者
慰
霊

　
　
　
　

林
田　

倫
実

　

戦
争
は
起
こ
っ
て
は
い
け
な
い
。
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
英
霊
の
方
々
の
遺
書
を
見
て
、
当

時
の
遺
品
を
見
て
、
彼
ら
の
血
書
を
見
て
ど
ん

な
思
い
で
戦
地
に
向
か
っ
た
の
か
想
像
す
る
だ
け

で
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。
遺
書
の
中
に
は
、

家
族
や
妻
子
へ
の
想
い
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

遺
書
の
内
容
と
し
て
は
、
国
の
た
め
に
身
を

捨
て
る
の
は
惜
し
ま
な
い
。
自
分
の
体
は
自
分

だ
け
の
も
の
で
は
な
い
。
陛
下
の
赤
子
な
の
だ
。

と
あ
り
ま
し
た
。
今
の
私
た
ち
は
、
国
の
た
め

に
命
を
懸
け
る
ほ
ど
の
度
胸
は
な
い
だ
ろ
う
し
、

関
心
も
な
い
。
自
分
の
命
が
最
優
先
だ
と
考
え

る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
英
霊
の

皆
さ
ん
は
ど
う
思
う
の
で
し
ょ
う
か
?　

そ
れ

で
も
日
本
人
か
。
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
の
日
本
が
あ
る
の
は
英
霊
の
お
か
げ
で
あ

り
、
私
た
ち
は
も
っ
と
感
謝
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
を
背
負
っ
て
戦
っ
て

　

立
正
佼
成
会

　
　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
慰
霊
法
要

　

9
月
23
日
、
立
正
佼
成
会
主
催
「
第
65
回
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
慰
霊
法
要
」
が
催
さ
れ
た
。
法

要
は
、
先
の
大
戦
に
お
い
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た

戦
没
者
に
真
心
か
ら
の
回
向
供
養
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
式
典
で
、
二
度
と
戦
争
を
引
き
起
こ
さ

な
い
こ
と
、
平
和
の
永
続
に
対
し
て
誓
願
を
新

た
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
慰
霊
法
要
は
導
師
で

あ
る
千
葉
東
京
教
区
長
に
よ
る
読
経
供
養
に
始

ま
り
、
次
い
で
回
向
文
が
千
葉
導
師
に
よ
り
奏

上
さ
れ
、「
我
が
国
は
、
か
つ
て
戦
争
に
敗
れ
た

こ
と
な
ど
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
、
世
界
の
中
で

経
済
的
に
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
終
戦
の
年
か
ら
、77
年
も
の
長
き
に
亘
り
、

平
和
を
享
受
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
時
の
経

過
と
共
に
、
戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

は
否
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
平
和
な
と
き
は
、

幾
多
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
、

私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
の
六
角
堂
を
前
に
、
我
々

の
使
命
で
あ
る
、
真
の
世
界
平
和
に
思
い
を
馳

せ
る
と
き
、
日
本
国
民
と
し
て
、
ま
た
信
仰
者

と
し
て
、
ど
ん
な
に
遠
い
道
の
り
で
も
、
理
想
に

向
か
っ
て
い
く
志
気
が
高
ま
っ
て
参
り
ま
す
」
と

述
べ
平
和
へ
の
決
意
を
披
露
し
た
。
そ
の
後
焼

香
が
行
わ
れ
、
最
後
に
導
師
挨
拶
が
行
わ
れ
て

法
要
は
終
了
し
た
。
本
年
の
法
要
は
、
例
年
ど

お
り
極
め
て
厳
粛
な
中
で
行
わ
れ
た
。

　

立
正
佼
成
会
は
、
当
墓
苑
が
昭
和
34
年
創
建

さ
れ
て
以
来
、

毎
年
秋
の
お

彼
岸
の
中
日

に
千
鳥
ヶ
淵

戦
没
者
慰
霊

法
要
を
開
催

し
て
い
る
。

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
第
43
回
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要

　

9
月
18
日
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
西
本
願

寺
）
主
催
「
千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
」
が

執
り
行
わ
れ
た
。法
要
開
始
に
あ
た
り
宗
門
関
係

学
校
生
徒
作
文
の
朗
読
と
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
西
原
裕
治
師
に
よ
る
法
話
が
行
わ

（
第
四
面
に
つ
づ
く
）

各
団
体
の
慰
霊
参
拝

飯田市遺族会（5.9.27）

八王子市遺族会（5.10.6）

静岡県遺族会（5.9.3）

伊達市遺族会（5.10.1）

静岡県中畑遺族会（5.9.30）

東京葵ライオンズクラブ清掃奉仕（5.10.7）

令
和
5
年
度
会
費
納
入
の
お
願
い
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あ
る
の
は
英
霊
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
ず
、
戦
争
は
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
教
訓
を
胸
に
、
私
は
日
本
国
民
と
し
て
よ
り
よ

り
日
本
の
創
造
に
貢
献
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

第
一
歩
と
し
て
選
挙
に
行
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

国
際
合
同
慰
霊
祭
の
開
催

│
世
界
に
広
が
れ
!

慰
霊
と
和
解
の
輪
│

10
月
9
日
、
本
墓
苑
で「
ビ
ル
マ
作
戦
協
会
」

主
催
に
よ
る
国
際
合
同
慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ

た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
日
本
、
英
国
・
同

盟
国
か
ら
約
80
名
が
参
加
し
、
日
・
英
両
国

歌
の
斉
唱
か
ら
始
ま
り
、「
詩
」
の
朗
読
、
追

悼
の
言
葉
、
献
花
、
拝
礼
、
最
後
に
代
表
者

に
よ
る
「
和
解
の
握
手
」
で
終
了
し
た
。

　

主
要
な
参
加
者
と
し
て
、
駐
日
英
国
大
使
、

駐
日
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
使
、
駐
日
各
国
武

官
、
元
イ
ン
ド
大
使
、
参
議
院
議
員
が
名
を

連
ね
た
。
そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
英

軍
兵
士
と
し
て
ビ
ル
マ
戦
線
に
従
軍
し
た
リ
チ

ャ
ー
ド
・
デ
イ
氏
が
、
97
歳
の
高
齢
な
が
ら
英

国
か
ら
来
日
し
両
国
戦
没
者
へ
の
慰
霊
と
英

日
和
解
の
た
め
本
慰
霊
祭
に
参
加
し
た
。

　

注
釈
:
「
ビ
ル

マ
作
戦
協
会
」

　

英
国
に
て
2
0

0
2
年
に
か
ら
活

動
開
始
、
第
2
次

世
界
大
戦
後
の
日

英
の
相
互
理
解
と

和
解
を
進
め
る
活

動
を
続
け
て
い
る
。

会
長
は
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
昭
子
氏
で
、

父
親
は
イ
ン
パ
ー

ル
作
戦
に
従
軍
し

た
日
本
人
。

く
れ
た
方
に
感
謝
す
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、

感
謝
し
な
い
国
民
が
い
れ
ば
、
日
本
は
今
後

幸
せ
な
国
に
は
な
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

戦
争
は
起
こっ
て
は
い
け
な
い
。
な
ぜ
戦
争
が

起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
?

天
然
資
源
を
求
め
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
?

力
を
示
す
た
め
で
し

ょ
う
か
?

皆
権
利
が
欲
し
い
の
で
し
ょ
う
か
?

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
政
治
に
関
し
て
は
無
知
な

た
め
、
純
粋
に
国
同
士
で
協
力
で
き
な
い
の
か
?

と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
湧
き
出
て
き
ま
す
。
昔
は

領
土
を
侵
略
す
る
中
で
、
武
士
や
騎
士
は
人
を
殺

せ
ば
殺
す
ほ
ど
英
雄
扱
い
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
戦
争
の
経
験
か
ら
、
戦
争
が
ど
れ
だ
け

惨
い
か
学
び
ま
し
た
。
戦
争
は
繰
り
返
し
て
はい
け

な
い
。
小
学
生
の
こ
ろ
国
語
の
教
科
書
に
戦
争
は
ダ

メ
。ど
ん
な
に
いい
子
に
し
て
い
て
も
殺
さ
れ
て
し
ま

う
。と
か
いて
あった
メッ
セ
ー
ジ
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
と
靖
國
神
社

を
参
拝
し
て
、
私
た
ち
は
も
っ
と
戦
争
に
つ
い

て
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
の
頭
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
学
び
ま
し
た
。
何
が
正
し
く
て
何
が
正
し
く

な
い
の
か
、
玉
石
混
交
の
情
報
に
フ
ィ
ル
タ
ー

を
か
け
る
の
は
自
分
。
願
っ
て
い
る
だ
け
で
は

平
和
は
来
な
い
。
戦
後
の
今
を
生
き
る
人
は
何

を
す
べ
き
な
の
か
、
人
と
し
て
何
が
正
し
い
の

か
を
考
え
て
よ
り
良
い
日
本
を
作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
戦
争
に
つい
て
知
る
の
が
遅
す
ぎ
ま

し
た
。
浅
は
か
な
知
識
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、
恥

ず
か
し
い
で
す
。
戦
争
を
知
ら
な
い
方
が
遺
書
を

見
て
、
か
わ
い
そ
う
に
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
遺
書
に
は
、
悲
し
ま

な
い
で
ほ
し
い
と
も
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

言
葉
通
り
、
私
た
ち
は
、
悲
し
ん
で
憐
れ
む
よ

り
も
、先
に
感
謝
を
伝
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
家
族
に
向
け
た
遺
書
に
、
然
し

な
が
ら
、
今
一
度
顔
を
見
た
か
っ
た
と
あ
り

ま
し
た
。
自
国
の
た
め
に
命
を
懸
け
る
誇
り

と
同
時
に
、
家
族
と
離
れ
離
れ
の
環
境
で
無

念
の
想
い
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

戦
争
は
起
こって
は
い
け
な
い
。
戦
争
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
いの
か
。
国
民
一

人
一
人
が
政
治
に
関
心
を
持
ち
行
動
に
起
こ
さ
な

く
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
今
の
日
本
が

　

シ
ベ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル

　
　
　
　

抑
留
犠
牲
者
追
悼
の
集
い

8
月
23
日

（
水
）、
シ
ベ
リ

ア
抑
留
者
支

援
セ
ン
タ
ー

（
代
表
世
話

人
・
有
光　

健
氏
）
主
催

の
「
第
21
回

シ
ベ
リ
ア
・
モ
ン
ゴ
ル
抑
留
犠
牲
者
追
悼
の
集
い
」

が
約
1
0
0
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

　

式
典
は
全
員
に
よ
る
黙
祷
に
始
ま
り
、
主
催

者
を
代
表
し
て
97
歳
に
な
る
元
抑
留
者
の
新
関

省
二
シ
ベ
リ
ア
抑
留
支
援
セ
ン
タ－世
話
人
が
挨

拶
し
た
。
こ
の
中
で
、「
強
制
抑
留
経
験
者
の
平

均
年
齢
は
今
年
1
0
0
歳
に
な
る
こ
と
を
深
く

考
え
れ
ば
、
今
後
が
心
配
で
あ
る
。
国
が
中
心

と
な
っ
て
ロ
シ
ア
に
よ
る
強
制
抑
留
の
実
態
解
明

を
迅
速
か
つ
強
力
に
進
め
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

　

次
い
で
来
賓
と
し
て
参
列
し
た
厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局
審
議
官
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大

臣
の
挨
拶
が
代
読
さ
れ
、
遺
骨
の
取
り
違
え
を

謝
罪
し
つ
つ
「
遺
族
の
思
い
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
な
が
ら
、
責
任
を
も
って
遺
骨
収
集
事
業
に
取

り
組
む
。
戦
後
78
年
を
迎
え
る
今
日
、
戦
中
・

戦
後
の
労
苦
を
体
験
さ
れ
た
方
々
が
少
な
く
な

る
中
、
先
の
大
戦
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
、
若
い
世
代
へ
先

の
大
戦
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
」（
要
旨
）と
述
べ
た
。

　

最
後
に
参
列
者
全
員
の
献
花
が
行
わ
れ
、
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
に
式
典
は
終
了
し
た
。

1

11
・
12
月
の
献
花
予
定

　

帝
国
華
道
院
研
究
部
の
会
員
に
よ
る
11

月
、
12
月
の
献
花
は
次
の
方
々
で
す
。

　

ご
来
苑
の
際
は
、
是
非
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

11
月　

古
流
桜
会　
　
　
　
　

本
加　

理
威

　
　
　

柴
山
古
流
・
縁
山
流　

沼
田　

冷
笑

12
月　

遠
州
流
一
森
会　
　
　

名
鏡　

一
玲

　
　
　

都
古
流
一
孝
会　
　
　

内
田　

一
孝

2
　
秋
季
慰
霊
祭
参
列
者
へ
の
御
礼

　
多
く
の
ご
来
賓
、
会
員
の
方
々
に
は
ご
多

用
の
中
ご
参
列
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

紙
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
第
三
面
か
ら
つ
づ
く
）

君たちが母国へ帰ったら、伝えてほしい
君たちの明日の為に
我々の今日を捧げたのだと・・・
When you go home, tell them of us and say 
“FOR YOUR TOMORROW,
   WE GAVE OUR TODAY”  「詩」の一節から

　
墓
苑
便
り︵
奉
仕
会
だ
よ
り
︶

インパールを思わせる雨の
中、献花に向かうデイ氏


